ニホン ジジョウ クラス ニオケル 「タノシイ」 ト イウ カンジョウ ノ キノウ ノ ケントウ : 『ダーツ ノ タビ』 シチョウ ト オマツリ タイケン ガクシュウ ニヨル アクティブ・ラーニング by 伊藤 江美 & Emi Ito


























































































































する　２. 経験の限界を拡大する　３. 現実を再構成する　４. 多数の人びとに共通の経験を同時に与
える　５. 繰り返し利用が可能」という点をあげている。また、留意点として「１. 利用する目的を
明確にし、最も適した機器、教材を選ぶ　２. 利用の体系化　３. 視聴覚機器、教材の限界を知る　




































































































































































































































































































































































































































































































































































































（注２） Fredrickson,B.L.（2001）“The role of positive emotion in positive psychology:The broaden-and-builed theory of 
















（注11） 細川英雄（1999, 142）『日本語教育と日本事情 ―異文化を超える』明石書店
（注12） 大竹恵子（2010, 28-36）「ポジティブ感情研究の展開」『現代のエスプリ　ポジティブ心理学の展開』ぎょうせい
（注13） 伊藤江美（2005）「『日本事情』におけるインタビューの実践報告」『国際経営・文化研究』Vol. ９ No. ２, 国際
コミュニケーション学会
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